
｝
夢
島
σ
回
急
。
翫
2
タ
、
冨
。
頴
。
ぎ
怖
〔
窪
の
閃
ユ
巴
二
。
冨
3
翰
に
於
け
る
ラ
ン
ケ
に

饗
す
る
追
悼
講
演
の
再
録
）
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
も
と
よ
り
、
本
書
は
、
歴
史
主
嚢
の
成
立
を
歴
史
的
に
叙
述
し
た
に
止
ま

る
。
從
っ
て
、
十
九
世
紀
に
於
け
る
雁
更
主
義
の
開
花
一
更
に
今
世
紀
大

…戦

繧
ﾉ
於
け
る
そ
の
破
綻
の
叙
述
を
本
書
に
求
め
る
の
は
無
意
駿
で
あ
る
。

　
　
　
　
へ
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

し
か
し
、
成
立
の
問
題
が
同
時
に
本
質
の
問
題
で
あ
り
う
る
場
合
が
少
ぐ
な

い
Q
そ
し
て
、
縫
史
主
義
も
ま
た
、
か
瓦
る
場
合
の
｝
つ
で
あ
る
や
う
に
患

は
れ
る
Q
謄
史
主
義
の
破
綻
が
、
か
へ
っ
て
人
を
腿
史
の
問
題
に
強
く
惹
き

つ
け
て
み
る
現
代
に
於
い
て
、
類
書
の
少
い
本
書
の
如
き
は
、
少
く
と
も
退
化

せ
る
歴
史
主
義
の
克
服
と
薪
し
い
歴
史
意
識
の
誕
生
に
驕
心
を
有
つ
人
々
に

と
っ
て
、
必
讃
の
書
の
｝
つ
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
は
な
い
。
（
司
ユ
Φ
α
蔚
ゴ

討
①
三
Φ
o
写
…
U
一
〇
　
国
簿
馨
Φ
一
崔
一
】
α
Q
　
山
窃
　
餌
即
の
8
ユ
弩
一
蕊
・
笛
　
b
づ
母
．
ω
■
ひ
い
ひ

鑑
量
。
げ
2
郎
二
七
鼠
一
ジ
H
8
9
ぐ
Φ
ユ
硬
く
9
日
多
○
冠
。
・
げ
9
薦
）
（
欝
欝
約

武
拾
圓
）
　
〔
中
山
〕

桑

報

O
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
史
學
科

昭
和
十
二
年
度
卒
業
論
交
題
B

　
　
　
國
史
専
攻
　
（
二
十
名
）

乱
塾
時
代
の
本
願
寺
と
そ
の
教
魍
の
統
制
組
織

堀
川
學
眠
の
思
想
史
的
考
察

藥

報

天
野
　
義
静

醜
弾
伸
朋

捨
筆
朝
末
期
に
於
け
る
貴
族
の
生
活
意
識

室
町
靴
曾
と
庶
畏
の
精
瀞
傾
向

徳
川
．
時
代
の
農
村
と
農
民
の
生
活

中
世
商
工
階
級
の
一
考
察

近
枇
初
頭
の
議
政

幕
末
に
於
け
る
讃
岐
高
松
藩
の
翼
翼
業

申
糠
初
期
鼠
士
集
囲
の
思
想
特
に

蔵
開
意
識
と
し
て
の
個
人
意
識
の
伸
展

農
民
生
活
の
雁
史
的
展
粥

平
妥
末
期
の
鮭
・
曾
相

百
世
末
期
に
於
け
る
難
業

幕
末
薩
藩
の
諸
事
樒
田

維
新
志
士
の
露
書
算

永土高鈴白木
田井谷木濱越

　　重光大
志彬夫次次宏

錦
織
　
　
透

鷺
山
敏
次
郎

島
山
　
　
久

深
谷
芳
太
郎

藤
谷
俊
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
（
義
墨
に
關
係
せ
る
志
士
を
中
心
と
し
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
岡

鎌
倉
武
士
に
於
け
る
信
仰
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
松
村

近
批
瀧
會
と
庶
毘
の
教
育
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
山

大
阪
川
口
新
閏
の
研
究
一
徳
規
時
代
に
於
け
る

町
人
請
負
新
閏
の
本
質
に
就
い
て
i
　
　
　
　
　
　
　
前
橋

中
世
後
期
に
於
け
る
教
育
の
時
代
的
饗
異
　
　
　
　
　
　
寓
綺

鎌
倉
時
代
國
民
二
化
の
基
礎
纂
實
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
山
　

國
學
に
於
け
る
復
古
的
傾
向

　
　
　
宙
小
洋
隻
霞
聞
攻
　
　
（
六
名
）

後
難
初
に
於
け
る
漢
族
に
就
い
て
（
特
に
蟹
漢
關
係
）

佛
教
移
入
と
漢
末
瓢
肌
會
の
諸
事
象

　
　
　
　
　
　
第
二
十
一
、
一
巻
第
二
號
　
　
四
ご
毒

國　健
蓑i功一

　
　
　
正
二

　
　
　
克
己

　
　
　
修
…

山
口
準
八
郎

岡
田
芳
三
郎

岡
村
獲
麟
郎

（IS3）



宋
代
私
塾
の
展
開
…
．

宋
朝
と
南
海
貿
易

唐
申
葉
以
後
の
商
業
問
題

駿

大
隅
榮
之
助

木
田
道
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
賀

清
朝
入
臨
空
の
俘
獲
と
降
民
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塚
本

　
　
　
西
洋
平
田
攻
　
　
（
六
名
）

二
月
革
命
に
於
け
る
國
民
工
場
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
石
澤

掲
乙
農
民
戦
争
の
原
困
探
究
と
歎
願
書
に
よ
る
そ
の
助
成
小
澤

英
…
國
清
｝
教
主
義
の
一
考
察

1
（
オ
リ
ヅ
ア
。
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
を
中
心
と
し
て
）
　
　
　
川
野

宗
教
改
革
前
に
於
け
る
燭
乙
人
文
主
義
者
の
努
力
　
　
　
高
山

ラ
ン
ケ
の
蹴
・
命
醐
慨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詫

ピ
ア
ズ
・
プ
ラ
ウ
マ
ソ
の
斌
漁
口
史
酌
研
究
　
　
　
　
　
　
　
傭
松
捕
…

　
　
　
地
理
直
筋
攻
　
（
四
名
）

主i養
税勝

吉慶
見一

道叉保政
一一A j堕罪

高
距
｝
千
米
以
上
に
於
け
る
臼
本
ア
ル
プ
ス
地
方
の
聚
落
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
衣
川
芳
太
郎

エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
の
地
理
鴎
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
村
正
治
螂

高
知
祁
野
の
地
理
的
研
究
一
特
に
人
q
を
複
心
と
し
て
f

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
江
　
　
健

生
駒
山
　
脹
西
麓
に
於
け
る
水
車
の
地
理
學
的
研
究
　
　
　
和
田
　
綾
二

　
　
　
考
古
鰹
専
攻
　
（
一
名
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
、

希
糠
世
界
の
成
立
に
就
い
て
一
読
領
海
交
明
の
一
考
察
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
角
田
　
文
術

　
　
　
○
史
料
研
究
會

築
二
十
二
巻
　
纂
二
號
　
　
四
ご
入

　
倒
儘
　
昭
和
十
二
奪
一
月
三
十
臼
（
土
曜
）
午
後
一
特
傘
よ
り
丈
學
部
史
撃

科
第
ご
教
窒
に
於
い
て
左
の
二
講
演
あ
り
、
四
時
牟
頃
閉
會
Q
　
　
　
．

　
　
鞠
、
ア
ウ
ヶ
ス
ッ
ス
の
地
位
に
就
い
て
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇
氏

　
近
世
ロ
ー
マ
史
研
究
に
於
い
て
ほ
、
　
ア
ゥ
グ
ス
ソ
ス
の
政
湘
ぽ
プ
耳
ン
チ

バ
ア
塾
の
名
恥
以
て
呼
ば
れ
、
デ
ィ
ナ
〃
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
の
専
養
鯉
湧
と
巨
巌

瑚
さ
れ
ろ
の
が
畝
簡
涌
罪
ぐ
あ
る
O
　
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
地
位
葎
知
る
こ
と
ば
、
初

期
ロ
ゐ
、
帝
政
の
聴
質
庵
理
解
す
ろ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
從
來
の

ロ
ー
マ
史
研
究
漁
彼
に
、
之
為
加
測
何
に
考
へ
て
、
田
螺
か
O

　
先
づ
第
一
に
、
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
統
治
穏
以
て
典
和
政
の
復
溝
な
り
と
す

ろ
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
．
巨
、
す
で
に
古
く
ロ
ー
マ
時
代
の
歴
史
家
に
於
い
て

見
ら
れ
る
説
で
あ
り
、
近
畦
に
於
い
て
も
フ
ェ
レ
ロ
、
ク
ロ
マ
イ
ヤ
ァ
等
に
よ

っ
て
代
表
さ
れ
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
隠
し
、
ア
ゥ
グ
ス
ソ
ス
の
地
声
ぽ
、
軍
に

典
利
政
の
純
然
糞
ろ
麺
長
と
し
て
考
へ
得
る
で
あ
ら
う
か
Q
彼
等
ほ
、
共
和

政
畦
代
の
諾
旺
盛
が
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
穴
こ
と
な
強
調
す

る
。
が
、
然
し
か
・
る
諸
湖
度
ほ
、
そ
の
も
の
本
來
の
意
昧
潜
爾
有
し
て
ゐ

糞
で
あ
ら
う
か
。
吾
々
採
、
右
㊨
見
解
に
遇
し
て
ば
、
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
有

ぜ
ろ
軍
隊
統
卒
土
及
び
心
頭
官
と
し
て
の
彼
の
地
位
が
、
共
利
政
車
代
の
そ

れ
と
に
、
本
質
的
に
そ
の
牲
質
た
異
に
す
ろ
こ
と
庵
指
摘
ゼ
れ
ば
な
ら
な
い

で
あ
ら
う
。

　
第
二
に
、
初
甥
ロ
…
マ
帝
政
た
ば
、
墓
帝
と
元
老
院
と
の
二
元
政
沿
と
し

て
特
質
づ
け
る
立
揚
が
あ
る
。
こ
れ
ぽ
、
モ
ム
セ
ン
、
マ
イ
ヤ
ァ
等
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
ろ
競
で
あ
る
。
だ
が
、
　
レ
す
ン
・
ナ
モ
も
主
張
す
ろ
如
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
昨
代
に
於
い
て
に
、
元
老
院
の
自
主
性
に
、
も
口
や
疑
ぼ
し

い
も
の
で
あ
、
り
、
加
ふ
る
に
麗
元
前
二
八
年
そ
の
他
数
度
の
元
老
院
改
革
け
ト

〈　IS4　〉



よ
っ
て
、
術
、
元
老
院
議
員
と
し
て
の
地
位
な
保
ち
得
宏
者
に
、
ダ
キ
ソ
ス

も
云
ふ
如
ぐ
、
軍
に
ア
ゥ
グ
ス
ソ
ス
の
個
人
的
丈
醗
な
承
認
す
う
も
の
の
み

で
あ
り
家
。
斯
く
て
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
と
元
老
院
と
の
關
係
に
、
並
立
の

ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

そ
れ
で
に
な
く
し
て
、
上
下
の
そ
れ
で
あ
っ
れ
と
云
ほ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で

も
．
、
b
㍉
り
O

　
以
上
の
こ
説
ぽ
、
何
れ
も
法
理
論
か
根
祇
と
す
ろ
近
世
奥
學
看
の
観
で
あ

り
、
そ
れ
が
法
理
論
叢
逸
立
と
す
る
限
り
何
れ
も
誤
つ
れ
考
察
で
あ
る
。
鰐

故
な
ら
、
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
窟
冨
8
窟
画
く
凹
茸
印
と
し
て
の
趣
位
ロ
法
に
よ

つ
て
規
定
さ
れ
糞
も
の
で
ば
な
い
か
ら
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
彼
の
地
位
の
根

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

祇
ぱ
侮
で
あ
る
か
。
そ
れ
ば
　
　
彼
蔚
ら
が
云
っ
て
み
る
如
く
一
応
威

（
ア
ゥ
ク
ト
サ
タ
ス
）
で
あ
ろ
。
こ
れ
ほ
、
杢
市
民
の
爵
由
意
志
に
纂
く
も

の
で
あ
り
、
な
ん
ら
法
的
命
令
に
櫨
ろ
も
の
で
ほ
な
い
。
官
職
に
附
随
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

ポ
テ
入
タ
ス
ほ
悶
定
的
恒
常
的
な
も
の
で
あ
ろ
。
之
に
欝
し
て
襟
威
ほ
直
接

に
人
に
附
随
す
ゐ
。
從
っ
て
、
そ
れ
ば
人
と
共
に
あ
り
、
人
と
共
に
溶
減
す

る
。
ア
ゥ
〃
ト
リ
タ
ス
な
る
観
念
ぱ
、
典
和
的
傳
統
と
な
ん
ら
矛
飽
す
る
も

の
で
ほ
な
い
。
そ
れ
に
公
法
的
概
念
で
ロ
な
く
し
て
、
忍
的
。
脅
俗
的
な
概

念
で
あ
り
、
從
っ
て
彼
の
地
位
に
、
公
法
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
雲
最
高
の
丈

配
看
と
云
ふ
が
如
き
も
の
で
に
な
く
、
．
軍
に
…
羅
威
に
も
と
つ
く
「
人
斑
の
指

導
者
」
と
歎
ふ
程
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
尤
も
、
共
和
政
暗
調
の
灌
威
が
、
人
に
具
に
り
、
他
人
に
よ
っ
て
唱
へ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
ろ
の
に
労
し
、
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
そ
れ
が
、
彼
自
ら
に
よ
つ
て
生
張
さ
れ

う
と
云
ふ
黙
に
於
い
て
、
差
蓮
が
認
め
ら
れ
．
、
從
っ
て
主
客
の
開
…
係
が
簿
倒

さ
れ
戯
鮎
に
蹴
於
い
て
、
　
｝
つ
の
罵
瑚
・
し
い
關
係
の
醸
成
が
考
へ
ら
れ
・
ろ
。
云
ぱ

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

ダ
、
前
潜
ほ
下
か
ら
の
櫃
威
で
あ
酵
、
後
者
ば
之
に
疑
し
て
上
か
ら
の
櫻
威

、
粟

野

と
で
も
云
ほ
れ
得
や
う
。
だ
が
、
そ
れ
故
に
、
薩
ち
に
彼
と
市
民
と
の
關
銀

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

が
カ
の
關
係
だ
と
ほ
云
へ
な
い
。
戎
程
、
上
か
ら
の
擢
威
と
云
へ
ぼ
デ
ィ
グ

ニ
タ
ス
な
る
概
念
と
共
に
、
も
に
や
共
和
的
鷹
念
為
越
え
糞
新
し
い
性
質
為

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

含
む
も
の
で
に
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
の
根
概
に
に
、
下
下
か
ら
の
灌
威
と
云

ふ
も
の
が
存
在
し
乳
O
こ
」
に
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
と
、
マ
イ
ヤ
ァ
に
よ
つ
て
偲
一

地
位
に
あ
り
と
さ
れ
る
、
ボ
ン
ペ
イ
ゥ
ス
と
の
祁
蓮
が
あ
る
。

　
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
プ
リ
ン
ケ
ソ
プ
ス
政
油
ぱ
、
　
キ
ケ
ロ
の
思
想
の
實
覗
と

云
に
れ
る
。
そ
れ
ぽ
、
ど
の
や
う
な
意
昧
で
あ
ら
う
か
。
こ
・
に
於
い
て
、
吾

々
ほ
ギ
リ
シ
ア
古
典
暫
學
、
特
に
そ
の
富
家
論
と
キ
ケ
ロ
の
思
愁
と
の
關
聯

た
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
め
。
譲
岬
に
、
ギ
リ
シ
ア
に
そ
の
起
源
な
撃
つ
「
哲

人
政
治
」
の
理
想
が
、
キ
ケ
ロ
の
思
想
の
中
に
そ
の
揚
所
を
見
覚
し
て
ゐ
塵

事
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
、
ア
ウ
グ
ス
ツ
ス
の
プ
リ
ン
ケ
ツ
プ

ス
政
治
ぽ
、
ロ
ー
マ
政
治
史
の
飛
躍
で
あ
．
る
と
岡
暗
に
、
他
面
に
於
い
て
は
、

キ
ケ
ロ
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
ゐ
當
噂
の
ギ
咳
シ
ア
風
思
想
か
そ
の
思
想
的
隅
一
4

景
と
し
て
宿
つ
も
の
で
あ
っ
糞
。

　
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
ば
、
岨
路
化
ぜ
ら
れ
、
ツ
ユ
ビ
タ
ァ
と
潟
列
に
置
か
れ
表
。

そ
れ
ば
元
老
院
。
ロ
ー
マ
市
民
。
鵤
州
民
の
》
び
答
夢
ヨ
『
Q
な
園
持
す
る

Q
。
H
話
幽
銭
霧
〔
舞
ロ
ー
て
な
》
⑦
碁
ω
鐙
客
如
実
ノ
〈
妥
舞
㌶
六
ら
し
め
る

漿
槻
で
あ
っ
糞
Q
ア
ポ
テ
ナ
ー
シ
ス
の
思
想
ば
、
古
來
ロ
ー
マ
人
の
も
の
で

に
な
い
。
そ
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
缶
。
門
。
臼
ザ
潟
乱
川
蕊
乃
至
に
ナ
リ
エ
ン
｝

一風

ﾌ
甲
H
o
臣
事
。
げ
Φ
ワ
瞬
乱
砕
一
訪
と
の
つ
（
砥
が
り
に
．
於
い
て
考
へ
ら
れ
ゐ
・
も
の
で
あ
〉

ろ
。　

要
す
る
に
、
ア
ウ
グ
ス
ソ
ス
の
馳
耽
ば
、
輩
に
後
世
の
法
理
論
為
以
て
解

纏
さ
れ
う
ろ
も
の
で
楓
な
い
O
そ
れ
ば
、
ギ
ー
ー
シ
ア
思
想
や
、
オ
リ
エ
ン
ト
．

第
二
季
二
巻
第
二
醗
　
　
四
二
九

（185）



嚢

報

国
ゆ
想
、
要
身
重
ろ
に
、
全
ヘ
レ
ニ
。
ヌ
ム
山
能
化
数
黒
の
の
中
に
於
い
て
の
み
考
へ
、
，
べ

毫
｝
つ
の
新
し
い
邑
［
呑
み
興
謎
畠
ρ
R
の
形
式
で
あ
っ
糞
。
云
ほ
Ψ
そ
れ
に

U
舞
翻
旨
蕊
精
興
δ
慧
胡
。
プ
ぎ
臨
9
首
低
8
ぎ
一
一
箔
巳
雪
男
の
政
漕
詔
旨
現
に
他
な

ら
な
い
で
あ
ら
う
。
（
文
貴
、
中
肉
）

　
　
剛
、
藤
謹
の
蕃
本
的
性
狢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
　
　
實
域

　
　
　
（
本
誌
掲
載
の
比
定
に
つ
き
梗
概
た
省
堅
）

Ω
設
　
　
史
　
　
會

　
例
露
　
一
月
二
十
九
日
午
後
五
時
牛
よ
り
、
益
友
愈
館
小
食
堂
に
於
て
、

本
年
度
卒
業
生
、
宮
晦
、
難
井
、
土
井
、
綿
識
、
亭
自
（
敏
）
、
松
岡
、
六
麿

の
卒
業
論
詰
の
図
表
が
あ
り
、
別
に
魚
澄
講
師
の
、
瀞
献
鎭
座
地
と
聚
落
に

閣…

ｷ
る
講
話
が
あ
っ
た
。

　
倒
露
　
二
月
六
臼
午
後
一
時
よ
り
、
前
図
に
引
響
い
て
本
年
度
卒
業
論
文

獲
表
會
を
、
第
ご
数
室
に
開
き
、
藤
谷
、
準
山
（
久
）
、
高
谷
、
封
山
、
松
山

五
露
の
梗
概
叢
表
が
あ
っ
た
。

　
倫
四
、
右
絡
了
後
、
浦
曲
米
ル
出
聯
瓢
縫
命
題
を
午
後
山
ハ
時
よ
り
｝
二
條
論
守
町
、
三
島
山
苧

に
於
て
開
催
し
、
出
席
者
、
西
田
、
中
村
、
牧
野
、
出
雲
路
、
柴
繊
各
教
官

以
下
先
輩
勘
学
生
を
合
せ
て
四
十
無
名
の
盛
愈
で
あ
っ
た
9

○
民
　
俗
學
會

　
公
醐
講
潔
　
二
月
十
九
旧
午
後
三
時
陳
列
館
第
一
激
窒
に
於
て
、
恰
竜
西

下
せ
ら
れ
た
る
柳
田
國
男
氏
を
迎
へ
て
公
開
講
演
愈
を
催
す
。
來
聴
者
約
七

十
名
、
講
演
要
旨
左
の
如
し
◎

　
　
　
　
盆
と
行
器
　
（
ほ
か
ひ
）
　
　
　
　
　
　
　
　
郷
田
　
圓
男
氏

第
二
か
二
春
　
第
二
號
　
　
購
三
〇

ほ
か
び
採
行
器
と
書
き
曹
通
外
敵
の
義
と
ゼ
ら
れ
て
る
ゐ
食
物
を
盛
る
器

の
こ
と
で
あ
ろ
が
、
本
瑛
墾
窯
温
熱
す
る
ほ
か
ふ
と
い
ふ
動
詞
の
名
詞
形
な

ろ
べ
再
こ
｝
と
ほ
、
様
か
び
め
し
（
飯
）
、
ほ
か
ひ
じ
や
う
り
や
う
（
精
蛾
）
自
今

も
諸
方
に
行
ほ
れ
る
方
言
に
徴
し
て
明
か
で
あ
る
。
即
ち
、
も
と
食
物
た
盛

っ
て
繕
震
に
供
す
る
こ
と
が
ほ
か
ひ
で
あ
っ
糞
の
が
、
後
次
第
に
韓
じ
て
そ

の
食
物
な
盛
る
べ
き
器
物
の
名
と
な
つ
六
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
　
、
、
の
、
、
と

よ
り
推
し
て
、
七
月
＋
五
日
の
麗
聡
の
祭
祀
葎
盆
と
稻
す
る
こ
と
も
、
も
と

一
食
物
か
盛
ろ
べ
き
器
物
の
名
よ
り
韓
じ
象
の
で
ば
な
い
で
あ
ら
う
か
Q

古
く
績
記
な
ど
に
歯
質
と
あ
る
小
「
窪
即
ち
盆
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

少
く
と
も
之
心
孟
醐
盆
な
る
梵
語
の
上
略
と
し
、
そ
の
行
事
た
孟
塗
盆
経
の

所
信
に
よ
つ
て
起
ろ
も
の
と
説
く
ぼ
著
し
く
不
合
理
で
あ
ろ
。
阿
じ
ゃ
う
に

錦
を
ほ
と
け
と
穂
す
ろ
こ
と
も
も
と
ほ
と
ぎ
（
缶
）
よ
り
醗
で
乳
も
の
と
解
す

る
方
が
少
く
と
も
之
た
浮
鍵
田
の
興
銀
と
兄
る
よ
り
ほ
自
然
で
あ
ら
う
。
（
以

上
）

　
爾
、
岡
夜
六
時
よ
り
樂
友
曾
館
に
於
て
座
談
曾
を
禰
き
、
由
上
氏
の
國
櫟

舞
に
就
て
の
談
話
の
外
、
種
々
の
民
俗
に
閾
閉
す
る
談
話
を
交
へ
た
o

○
支
　
那
學
會

　
鋼
魚
曲
　
二
日
〃
山
ハ
日
（
土
）
か
†
後
一
疇
、
文
聞
學
部
第
一
演
…
習
｛
至
O

　
　
入
境
鷹
詩
草
を
讃
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
虎
雄
氏

　
豫
盤
講
彊
奮
　
三
月
七
三
（
日
）
午
後
一
酌
、
樂
友
會
館
Q
出
席
者
三
十
一

名
。　

　
看
義
相
關
論
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
申
謙
二
民

　
　
孔
子
の
人
生
観
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
村
　
況
二
三

（IS6）

’



尚
講
演
終
丁
後
、
五
時
牛
よ
り
詞
會
館
食
堂
に
て
晩
餐
曾
を
催
ず
。

　
出
席
者
十
九
名
o

○
東
洋
奥
’
談
一
一

駿
業
繊
弱
援
表
禽
　
ご
月
十
五
田
（
月
）
午
後
七
時
置
學
凝
集
愈
所

○
東
方
文
化
學
院
京
都
研
究
所

講
演
禽
　
一
月
三
十
日
午
後
二
時
於
岡
部
講
演
室
。

、
高
句
麗
の
壁
叢
に
就
い
て

○
西
洋
史
臥
病
會

潰
田
耕
作
氏

　
側
川
傘
脳
　
脚
…
和
↓
一
一
磁
・
度
第
悶
揖
測
門
並
命
口
を
十
・
二
欄
月
十
－
七
日
（
木
）
午
後
山
ハ
時
よ

り
樂
友
葛
布
に
て
開
催
、
た
記
二
三
の
讃
書
紹
介
あ
り
九
時
豊
頃
散
會
。

禺
庸
．
者
時
野
谷
、
源
諸
教
擾
、
井
上
講
師
を
始
め
十
六
名
。

　
　
一
、
遍
く
‘
↓
憲
〔
。
・
。
乞
富
…
ω
。
三
。
雲
、
禦
霞
〇
一
語
。
貯
国
島
。
7
一
圏
護

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
癬
生
　
高
世
縫
酩
男
慰

　
　
一
、
劉
あ
8
一
創
o
O
o
ロ
一
誓
σ
q
雷
…
巨
ゆ
O
o
一
9
影
〔
男
b
彦
該
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
笹
生
　
羅
月
　
　
倫
鴬

　
乱
書
　
昭
秘
十
一
年
度
第
五
回
例
會
を
十
二
年
一
月
二
十
八
日
（
木
）
樂
友

愈
館
に
て
㎜
川
催
、
左
の
研
究
獲
表
あ
り
九
時
牛
饗
応
曾
、
合
席
渚
時
野
谷

原
…
幽
激
擾
、
非
上
講
師
を
始
め
、
十
九
名

　
　
一
、
ア
ン
リ
・
セ
ー
・
（
国
耀
o
o
価
。
）
、
入
と
壌
読
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
鄭
君

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
治
一
霧

報

　
ア
ン
耳
・
セ
ー
　
（
…
吋
八
点
ハ
購
一
…
九
靴
工
ハ
）
の
眉
ル
山
市
並
に
「
w
て
の
♂
著
蓮
に
晶
戚

い
て
蓮
べ
（
本
誌
二
十
宏
董
鵬
號
滲
照
）
、
特
に
．
彼
の
歴
犯
に
’
野
州
9
ろ
態
度
、
方

法
、
目
的
な
ど
が
、
フ
ェ
ス
テ
財
・
ド
・
グ
ー
ラ
ン
ツ
ユ
に
負
ふ
所
多
斗
♪
坐
注
識
品
し

次
で
被
の
騰
曳
理
論
の
中
そ
の
歴
斑
科
學
論
及
び
比
較
方
法
論
怨
紹
介
。
　
セ

ー
に
よ
れ
ば
自
然
科
學
と
ほ
異
な
り
合
物
の
鍛
工
的
關
係
鷲
法
則
な
樹
立
し

得
ざ
る
歴
更
學
に
、
そ
し
て
、
特
殊
曲
、
三
三
的
な
も
の
が
強
く
作
用
す
る
諸

現
象
秘
鍔
象
と
す
る
歴
斑
學
に
科
學
性
な
附
上
す
る
も
の
ほ
何
か
？
と
い
ふ

に
、
そ
れ
．
ぱ
班
謂
一
般
的
恒
久
的
現
象
　
　
　
具
盗
的
に
上
士
沿
的
経
涛
的
融

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

會
的
諸
国
鹿
　
　
の
叙
蓮
で
ほ
な
く
し
て
説
明
に
あ
る
。
即
ち
、
歴
奥
1
1
詑
越

的
れ
る
こ
と
な
止
め
て
三
明
的
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
科
學
に
泡
高
ま
ろ
の

・
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
最
も
必
要
に
し
て
映
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
比
較
方

法
な
の
で
あ
ろ
と
云
ふ
。
か
く
セ
ー
の
歴
更
理
論
に
於
い
て
一
－
比
較
方
法
ぱ

極
め
て
重
要
な
意
味
た
持
つ
も
の
で
あ
り
、
然
も
之
巨
襲
職
糎
濟
史
の
領
域

に
最
も
よ
く
妥
當
す
み
も
の
と
考
へ
ら
れ
ろ
Q
そ
し
て
そ
の
比
較
の
仕
方
に

ほ
場
研
的
阿
臨
代
的
比
較
と
異
な
ろ
時
期
の
比
較
の
二
つ
が
あ
り
、
蔚
者
の

典
型
的
番
田
と
し
て
彼
の
薪
「
彰
臼
囲
認
Φ
瓢
．
§
9
韓
。
冨
砦
門
鞍
鱒
き
粛
急
，
。

窪
国
霞
8
。
2
濤
旨
く
譲
。
簿
姥
囲
匿
・
浄
。
蕾
．
（
目
0
8
）
」
が
墨
げ
ら
れ
る
。

　
彼
評
μ
π
此
の
〆
著
に
冨
於
い
て
先
。
つ
近
嚢
ヨ
ー
ロ
ソ
。
ハ
　
轍
旧
伽
唱
屯
刀
の
農
購
購
翻
脚
度
か
耐
は

　
一
、
フ
ラ
ン
ス
型
十
二
ヨ
Φ
皿
鉱
σ
q
干
瓢
二
ρ
一
　
二
、
プ
ロ
シ
ア
型
置
唱
5
0
山
。
穿

白。

°
T
。
鐸
、
三
、
日
シ
ア
鷲
掴
σ
q
ゴ
①
徳
㌶
親
署
写
一
伍
①
冨
議
。
壽
毘
。
の
三
種

に
分
類
し
、
然
も
こ
の
夫
々
の
中
問
に
に
二
つ
の
型
の
性
質
静
聴
ね
具
へ
る

多
く
の
中
間
的
形
態
が
地
城
的
に
漸
鶏
的
に
剛
列
さ
れ
て
み
ろ
こ
と
秘
彊
調

し
、
次
い
で
第
十
入
、
九
世
紀
に
於
け
る
懲
鞠
奴
解
晶
以
が
こ
の
夫
々
の
型
に
特

有
な
形
式
に
「
n
於
い
て
輔
逐
行
一
さ
れ
れ
こ
と
か
蓮
。
へ
て
み
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
し
か

第
ご
十
二
谷
　
第
ご
號
　
　
四
一
一
二

ほ87、



彙

載

「
3
｝
・
此
廉
脚
に
．
示
さ
れ
Σ
ム
仙
狭
の
研
川
細
…
比
齢
粘
方
法
誉
簿
炉
O
焦
の
o
o
影
弓
斜
㌫
ゆ
に
例
へ
げ
〔

巫
物
F
難
に
「
於
け
マ
ろ
分
瀟
㎎
學
と
極
め
て
近
い
閲
…
係
に
㎜
於
い
て
考
へ
ら
れ
左
も
の

で
あ
サ
、
競
の
研
謂
類
型
9
。
も
丈
化
科
霊
的
概
念
で
あ
る
よ
弓
も
む
し

ろ
霞
然
科
雄
的
概
念
ー
ー
例
へ
に
動
雛
物
學
に
於
け
ろ
類
や
、
腫
の
襯
念
か

ら
の
借
物
に
外
な
費
な
い
。
然
も
償
が
か
・
ろ
暮
・
か
抽
雌
す
る
仕
方
に
、

自
敵
恥
科
礁
に
旨
於
砕
り
ろ
戯
納
法
と
等
し
い
σ
こ
の
こ
と
ほ
側
へ
ば
》
一
ρ
図
ノ
〈
診
¢
「

の
主
張
す
る
方
法
論
的
撫
念
H
青
鷺
9
）
霧
と
の
比
較
に
よ
っ
て
、
最
も
よ
く

特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

　
要
す
る
に
セ
ー
ば
そ
の
歴
雛
壇
諭
に
於
い
て
、
歴
史
學
舳
先
づ
法
則
牲
の

否
定
に
よ
っ
て
慮
然
科
學
と
峻
閥
す
る
こ
と
よ
り
翫
獲
し
つ
・
然
も
爾
歴
史

の
科
學
牲
為
貞
然
科
學
の
そ
れ
と
の
瀬
同
性
に
於
い
て
、
　
い
は
ば
飽
く
ま
で

鍍
畢
的
・
物
理
的
合
澱
に
基
い
て
求
め
ん
と
し
糞
こ
と
及
び
か
・
る
科
學
と

し
て
の
歴
史
が
時
に
肚
倉
羅
濟
爽
で
あ
る
と
考
へ
る
時
、
彼
ほ
旬
未
だ
白
然

贋
學
の
影
響
よ
り
脱
却
し
で
居
す
、
そ
の
限
叫
彼
の
歴
史
家
と
し
て
の
限
界

に
澁
伏
い
出
鼠
昧
で
の
傷
…
れ
・
栄
職
驕
り
縦
濟
嫡
家
に
・
止
ま
る
・
と
考
へ
ら
れ
辱
る
。

　
こ
の
セ
ー
の
歴
史
理
論
、
勝
に
比
較
方
法
論
に
封
し
て
、
セ
ー
が
霊
張
す

る
如
く
こ
の
比
軸
方
泌
ほ
歴
吏
研
究
の
本
質
存
な
し
、
重
大
な
る
憲
昧
庵
持

つ
も
の
で
ほ
な
く
、
か
、
る
方
法
ほ
縮
め
、
比
較
さ
る
べ
き
欝
象
が
明
か
に

ゼ
ら
れ
て
る
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
そ
の
限
り
こ
の
方
法
ぱ
輩
な
ろ
【
つ
の
手

綾
き
に
す
ぎ
ず
、
こ
の
こ
と
ほ
こ
の
方
法
が
比
較
的
重
要
親
ぜ
ら
れ
ろ
民
族

學
、
融
話
學
に
於
い
て
も
善
様
で
あ
ろ
云
々
の
批
朔
が
畑
へ
ら
れ
六
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
前
川
、
中
山
）

　
諮
三
生
三
三
豫
饒
奮
　
昭
和
十
二
年
二
月
二
日
午
後
五
時
よ
り
舐
園
石
段

下
烏
岩
楼
に
て
聡
催
、
時
野
谷
、
原
爾
三
三
、
井
上
講
師
を
鍛
め
、
ナ
入
名

箪
二
十
，
二
巷
　
第
一
、
一
雛
　
　
殴
三
二

出
身
、
和
氣
喜
々
狸
に
十
時
前
散
愈
。

○
地
理
學
談
話
會

前
輪
報
告
以
後
地
理
畢
教
室
に
行
は
れ
た
る
談
話
會
は
次
の
如
し
。

照
黙
㈱
ゐ
昌
日
工
無
・
第
鞠
障
囲
敷
眺
語
聾
臨
（
一
月
十
山
ハ
践
、
於
地
理
學
堅
焼
習
凱
盗
）

　
一
、
杉
村
正
治
鄭
讃
（
三
医
生
）
地
理
義
脚
醐
の
諸
要
件

．
｝
、
木
村
憲
治
震
　
　
京
城
の
成
立
と
風
騒
説

　
一
、
菊
田
　
太
郎
氏
　
　
　
　
再
び
チ
ュ
i
・
准
ソ
の
孤
立
糾
に
就
き

湿
糠
繊
醗
話
愈
（
一
転
二
十
九
四
、
於
地
理
攣
實
習
窒
）

一
、
巾
江

『
聯
潤

『
小
蝦

　
健
贈
（
三
里
生
）
蕩
知
亭
野
の
地
理
學
的
考
旅
堺

俊
こ
欝
（
三
嗣
生
）
生
駒
山
脹
薩
麓
に
於
け
る
黒
蓋
の
地
理

　
　
　
　
　
　
　
面
的
研
究

ミ
サ
　
ム
ヌ

崖
陪
　
麟
　
　
　
　
　
　
　
　
耶
ノ
メ
u
ソ
カ
の
Y
パ
イ
ロ
…
ン
ト
　
騨
・
一
ア
ヤ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
に
就
き

　
第
三
圓
談
伊
欝
（
二
月
十
手
、
於
地
理
學
轡
蕾
室
）

　
　
M
、
衣
川
弾
方
∴
A
郎
辮
Ω
二
圃
生
）
日
本
ア
ル
プ
ス
の
聚
噛
洛

　
　
一
、
伊
藤
　
博
霜
（
二
艶
麗
）
水
郷
と
江
開

　
　
一
、
田
串
　
講
師
　
　
　
　
地
理
學
所
感

　
以
上
三
園
生
諸
君
は
卒
業
論
文
の
報
告
で
あ
っ
た
Q
菊
田
氏
、
は
チ
ュ
ー
ネ

ソ
の
灰
説
の
解
説
を
以
て
地
理
學
研
究
蒋
の
反
省
を
促
さ
れ
小
野
講
廓
は
パ

イ
ロ
ッ
ト
・
チ
ャ
ー
ト
の
組
物
多
雨
を
醸
四
に
し
て
そ
の
解
説
を
行
は
る
。
田

巾
講
師
の
翫
べ
ら
れ
し
は
地
理
學
の
純
粋
性
に
圏
す
る
偶
感
。
〔
野
閣
）

○
考
吉
愚
串
結
合
談
話
會

（　lss．．



昭
和
十
山
年
慶
我
々
は
五
月
ご
十
六
田
（
火
）
、
考
古
串
群
盗
室
に
於
い
て

「
考
古
卓
上
の
諸
悶
題
を
語
る
」
な
る
演
義
で
、
濱
田
、
清
野
雨
教
授
、
梅
原

小
牧
南
助
教
授
、
末
永
雅
雄
氏
等
及
び
教
窒
…
員
學
生
四
十
名
近
く
集
っ
て
、

久
し
振
り
の
談
話
會
を
棚
催
し
盛
會
で
あ
っ
た
が
、
二
學
期
も
終
る
十
二
月

十
五
箆
（
火
）
午
後
三
時
よ
り
、
綜
合
談
話
曾
な
る
名
繕
の
も
と
に
約
三
時
間

牛
、
交
學
科
第
ご
教
室
に
て
左
記
の
講
演
（
許
否
、
二
十
分
）
を
開
催
し
た
。

寵
す
る
渚
、
蟹
學
部
入
下
妻
圏
係
の
人
、
史
學
科
地
理
、
弱
電
等
の
入
合
或

拡
棄
方
文
化
の
人
々
も
加
は
り
教
室
員
を
加
へ
て
約
六
十
名
。
濱
田
藩
命
は

満…

ﾊ
喜
挽
の
姿
で
「
今
後
か
」
る
會
合
を
一
襲
期
に
U
度
催
し
た
い
」
と
結

ば
れ
た
Q
先
づ
角
田
文
衛
氏
は
「
日
本
総
譜
末
期
の
交
化
」
と
題
し
て
、
主

と
し
て
そ
の
終
末
實
年
代
に
解
れ
ら
れ
、
喜
田
講
師
及
び
山
内
清
男
氏
の
説

を
紹
介
さ
れ
自
已
の
研
究
を
以
て
こ
れ
ら
を
批
到
せ
ら
れ
た
。
主
と
し
て
束

北
地
方
醜
ケ
潟
式
に
就
い
て
、
そ
の
折
衷
説
を
主
張
さ
れ
た
。
今
井
蜜
士
雄

氏
は
、
「
様
式
論
め
再
吟
昧
」
と
題
し
て
、
砂
舟
龍
安
奪
の
庭
石
を
、
先
畢
の

謹厚

ｮ
論
か
ら
あ
て
は
め
て
吟
昧
さ
れ
た
。
中
村
清
兄
氏
は
「
高
句
麗
古
墳
の

星
直
壁
霞
」
と
題
し
て
、
獲
表
さ
れ
た
Q
そ
の
力
作
は
考
古
學
論
叢
第
四
輯

に
搬
載
さ
れ
て
る
る
か
ら
愛
讃
さ
れ
ん
事
を
。
次
ぎ
に
小
林
行
雄
氏
は
「
彌

生
式
文
化
の
起
源
し
’
と
題
し
て
、
主
と
し
て
土
器
に
捗
れ
ら
れ
そ
の
組
源
を

今
の
所
直
接
朝
鮮
等
に
求
め
ら
れ
な
い
事
を
翅
べ
ら
れ
、
石
器
に
就
い
て
は

然
ら
ざ
る
事
を
紹
介
さ
れ
た
Q
鱗
方
貞
亮
氏
は
「
日
本
古
代
の
家
畜
」
と
題

し
て
主
と
し
て
馬
牛
犬
等
に
就
い
て
、
考
古
學
的
遺
物
の
み
を
以
っ
て
、
今

迄
の
出
土
例
を
以
っ
て
し
て
は
積
極
的
に
家
畜
の
存
在
を
謹
明
し
に
く
い
事

を
述
べ
ら
れ
た
。
更
に
三
森
定
男
氏
は
「
所
謂
編
年
學
派
と
私
の
立
場
」
と

題
し
て
、
近
頃
の
關
…
東
に
於
け
る
溺
紋
土
器
編
年
が
束
大
理
墨
・
部
人
類
鳳
明
…
教

，で轟…

報

室
娼
身
の
轟
々
に
依
っ
て
な
さ
れ
て
る
る
の
を
、
そ
の
編
年
が
機
鍍
的
編
年

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
導
、
換
言
せ
ば
生
態
現
象
を
考
慮
に
入
れ
た
丈
化
史

的
遺
物
の
歴
史
的
編
年
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
強
調
さ
れ
た
。
能
勢
丑
三

氏
は
「
畢
安
朝
の
石
釜
建
築
」
と
題
し
て
近
頃
氏
が
研
究
さ
れ
て
る
る
山
霊

籔
寺
附
近
の
初
暦
建
築
、
就
4
4
鶴
の
塔
に
就
い
て
護
表
さ
れ
ん
と
し
た
が
時

聞
來
の
退
場
さ
れ
た
。
次
ぎ
に
小
牧
助
笹
蟹
は
「
近
江
佐
同
の
眉
友
洞
」
と

題
し
て
、
先
生
が
研
究
さ
れ
て
る
る
置
江
カ
ル
ス
ト
の
節
々
の
｝
つ
面
目
鳥

見
の
多
数
の
獣
骨
及
び
後
期
羅
紋
土
器
片
の
獲
儲
物
を
紹
介
、
標
本
を
供
覧

さ
れ
た
。
同
じ
く
三
宅
宗
悦
講
師
は
「
爾
島
徳
ノ
島
喜
斗
出
・
工
の
貝
製
融
に

就
い
て
」
と
題
し
て
、
氏
の
近
頃
研
究
さ
れ
て
る
る
南
島
丈
化
の
一
端
を
示

さ
れ
た
。
同
じ
く
標
本
供
覧
Q
最
後
に
濱
田
教
授
は
熱
河
赤
蕪
紅
自
出
土
の

土
器
及
び
後
日
事
事
に
寄
贈
さ
れ
た
細
形
彩
文
土
羅
（
考
古
相
論
誌
昭
和
十

二
年
二
月
號
馨
照
）
に
就
い
て
標
本
供
覧
学
園
さ
れ
た
。
「
光
は
東
か
ら
で
は

な
く
西
か
ら
」
と
鴛
意
に
論
ぜ
ら
乳
た
。
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
我
々
は
宮

田
教
授
の
…
蕎
は
れ
た
様
に
今
後
｝
二
期
に
一
度
は
こ
の
談
話
會
を
意
義
あ
ち

し
め
た
い
も
の
だ
と
、
ひ
そ
か
に
醤
ふ
・
も
の
で
あ
る
。
な
ほ
以
上
要
約
の
積

り
で
あ
る
が
、
も
し
か
し
て
誰
…
演
者
諸
先
輩
の
話
の
内
容
を
鼎
き
聞
違
へ
て

る
た
ら
悪
し
か
ち
ず
お
許
し
下
さ
い
。
〔
藤
岡
〕

第
二
十
ご
巻
　
第
ご
號
　
　
凶
三
三

（189　）



．報

會

報

　
　
　
　
○
愈
　
員
　
移
　
動

　
　
　
　
O
入
　
．
　
禽

東
都
市
中
京
撃
鉄
屋
町
姉
小
路
下
ル

愛
知
縣
幡
豆
郡
幡
豆
町

　
　
　
（
右
二
氏
野
上
俊
静
氏
紹
介
）

京
都
窃
左
京
趨
北
白
川
上
終
町
七
二
　
田
中
市
太
郎
方

　
　
　
（
右
柴
閏
笠
氏
紹
介
）

京
城
府
朝
鮮
総
督
府
剛
書
館
酌

　
　
　
（
右
前
川
貞
次
郎
氏
紹
介
）

　
　
　
◎
韓
　
　
　
居

京
都
市
左
京
麗
下
鴨
芝
本
町
五
三
　
申
野
方

京
都
市
左
京
匿
下
鴨
北
園
町
ニ
ニ
O

　
　
　
O
逞
　
　
　
禽

富
田
黒
煙
氏

　
　
　
　
○
寄
贈
交
換
矧
書
難
誌
目
録

横
井
春
野
著
　
能
樂
全
史
（
改
訂
版
）
上
毬

片
岡
彌
吉
著
　
高
山
右
近
大
夫
長
房
博

稻
葉
熊
山
著
羅
野

面梛
村山

小
林

汎難
民氏

愈
志
氏

小
倉
親
雄
氏

奉
山
敏
治
郎
民

吉
原
好
入
陶

工
京
わ
ん
や
書
店

著
　
　
　
　
岩

著
　
　
　
　
　
春

画
　
　
　
渥

入
類
學
難
誌

考
古
學
雑
誌

丈
　
・
化

國
摯
院
離
誌

寅
遊
と
美
術

輕
濟
論
叢

批
會
學
徒

史
　
　
　
學

夢
　
　
　
殿

藍
大
交
學

青
丘
學
叢

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
閥
三
四

麟
正
響
呆
舞
史
　
　
　
　
大
類
鍵

三
三
北
海
道
史
　
第
鳳
、
五
、
六
総
　
　
　
（
北
海
道
晦
）
北
海
道
更
編
纂
掛

瀞
尾
弐
春
著
　
契
丹
佛
教
文
化
史
考
　
　
　
　
　
　
　
　
蒋
　
　
　
　
　
者

京
城
膏
大
創
立
＋
周
年
記
念
側
副
層
層
學
篇
　
　
京
城
帝
大
法
交
學
部

鷲
田
享
二
碧
　
羅
馬
元
首
政
の
起
源
と
本
質
　
　
　
　
　
同
　
　
　
　
　
右

西
村
翼
次
著
　
臼
本
交
化
史
鮎
描
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
京
　
　
堂

池
内
　
宏
薯
　
文
隷
慶
長
の
役
　
駕
篇
第
｝
　
　
　
　
　
聚
　
洋
　
文
　
庫

蝋
鱗
戯
難
記
念
論
文
集
　
　
　
　
　
齋
藤
斐
諸
氏

瀦
交
西
洋
史
陶
嘗
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
早
高
史
學
研
究
血
“

史
學
離
誌
　
四
十
八
ノ
一
、
二
、
三
　
　
　
　
　
　
楽
大
竃
學
會

歴
史
軸
悩
理
　
　
山
ハ
十
・
九
ノ
一
、
二
、
…
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋
本
牌
拙
詠
地
理
學
愈

瀧
會
紹
濟
史
學
　
六
ノ
九
、
十
、
十
一
　
　
　
　
　
　
瀧
會
純
濟
史
學
會

　
　
　
甦
　
　
硝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
養
鰻
愈

七
ノ
一

五
十
一
ノ
十
二
、
五
十
二
ノ
一
、

コ
十
山
ハ
ノ
十
二
、
二
十
七
ノ
一
、

　ニ

m
十
二
、
四
ノ
一
、
二
、
三

四
十
三
ノ
一
、
二
、
三

入
ノ
酬
、
二
、
三

四
十
四
ノ
一
、
二
、
三

十
一
ノ
一
、
二
、
三

十
五
ノ
四

十
四
（
四
天
王
の
研
究
）

】
ノ
六
、
一
7
｝

二
十
五

二
、
三
東
京
人
類
學
會

二
、
三
考
　
古
學
會

　
　
　
上
北
帝
大
豊
科
會

　
　
　
國
學
院
大
學

　
　
史
蓮
・
美
術
同
孜
會

　
　
　
京
大
鰹
皆
皆
會

　
　
　
三
三
學
徒
融

　
　
　
三
田
史
學
會

　
　
　
鵤
故
穀
倉

　
　
　
熱
田
短
歌
會

　
　
　
青
　
丘
　
學
會

（1“O）



申哲京北：東日皇西昆宗史國

月究皮究究化學究究早耳丈
報　學　　　　　　　　化
　二會七二九四十三十十
二十誌ノノ　　ノ　　ノ三　 二

　　　　　　iN　’H’十・一一

往
報
四主

　ノ

　1
　：．

　　　：　一：
一ノ十

　　　ご

富

二

mttl

京
城
帝
大
皮
學
會
誌

申
國
交
學
月
報

善
隣
協
會
調
査
月
報

東
方
學
報

　
　
　
五
六
、
五
七
、
五
八

宙
小
山
以
第
山
ハ
柵
脚
別
柵
『
第
七
…
阻

商
業
と
経
濟

國
史
學

書
　
　
読

ふ
び
と

立
蓬
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